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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは、国境を越える大気汚染の健康被害について研究した。具体
的には、韓国における黄砂の飛来が子どもの健康（出生時体重や低出生時体重児、妊娠週数、早産等）に与える
影響について分析した。推定の結果、黄砂の飛来は子どもの健康に有意な負の影響を与えることが分かった。
尚、この効果は妊娠初期の1～4か月に大きかった。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I investigated the effect of yellow dust on birth 
outcomes in South Korea. I found that yellow dust has a negative effect on various birth outcomes 
(i.e., birth weight, low birth weight, prematurity, gestation length, etc.). Furthermore, I could 
observe that these effects are large in the first to fourth months of pregnancy.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究プロジェクトの意義は、越境大気汚染の黄砂を対象とし、その健康被害を明らかにした点にある。これま
で経済学では、大気汚染の健康被害について数々の研究が蓄積されているものの、一国内または一地域内で発生
する大気汚染を対象としていた。本研究プロジェクトによる成果は、今後、地球規模の環境問題に対処するため
の国際協力の枠組みの作りに貢献できると期待する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
経済学では、環境問題の健康被害を推定した研究が数多く蓄積されており、Zivin and Neidell
（2013）や Zivin et al.（2015）等によって包括的なサーベイがされている。しかしこれまでは、
一国や一地域内で発生する局地的な環境問題が対象とされており、国境を越えた広域的な環境
問題に注目した研究は未だに少ない。 

 
一方で黄砂は、中国やモンゴルの砂漠で発生し、東アジアの広範囲に飛散することが知られて
いる。近年は主な被害国である韓国や台湾、日本のみならず、世界が注目する地球環境問題とな
りつつある。 
 
２．研究の目的 
 
 上記の背景を踏まえ、本研究プロジェクトの目的は、越境大気汚染の黄砂に注目し、その健康
被害を調べることである。具体的には、出生と気象に関する韓国の行政データを収集・整備し、
黄砂の飛来が子どもの健康に与える影響を推定する。 
 
３．研究の方法 
 
 先ず、出生と気象に関する韓国の行政データの収集・整備を行った。出生については、韓国・
統計庁が運営するMicroData Integrated Serviceより、2001年から 2017年まで生まれた全て
の子どもの個票データを入手した。気象については、韓国・気象庁が提供する 2000年から 2017
年まで全国 64か所での気象データを入手し、月ごとに黄砂の飛来日数を算出した。その後、出
生・観測地域（市町村レベル）と出生・観測年月をキー変数として両データを突合した。 
 
 次に、構築したデータセットを用い、下記のような回帰分析を行った。 
 

, , = + , + , , + , ,  

 
上式において、 , , は t年に c市で生まれた子ども iの健康（birth outcomes）を表す。 , は、
妊娠 m か月目に c 市における黄砂の飛来日数を表す。尚、コントロール変数（ , , ）として、
親の年齢や学歴、職業などを用いた。 
 
４．研究成果 
 
図１～図 5に推定結果を報告する。各図には、上式における の推定値（実線）と 95%信頼区
間（点線）を示している。図 1は出生時体重、図 2は低出生体重児ダミー（出生時体重 2.5kg 未
満）、図 3は極低出生体重児ダミー（出生時体重 1.5kg 未満）、図 4は妊娠週数、図 5は早産ダミ
ー（妊娠週数 36 週以下）を、それぞれ被説明変数とした推定結果である。推定結果より、黄砂
の飛来は子どもの健康に有意な負の影響を与えることが分かった。特に、妊娠初期にあたる１か
月目と２か月目に影響が大きかった。妊娠１か月目に黄砂が１日飛来することによって、出生時
体重、妊娠週数がそれぞれ約 3.6g、0.3 週減少し、低出生体重児、極低出生体重児、早産の確率
がそれぞれ約 0.16%p、0.015%p、0.27%p 上昇することが分かった。 
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